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1995).Abstracts,P27.

13)Yoshino,K.,Mikami,A.皮Kubota,K.(1995)

NeuronalactivityinprlmatePremOtOrCortexduring

aJawmovement.FourthIBROworldCongressof

Neuroscience(Kyoto,July,1995).Abstracts,p.319.

分子生理研究部門

器官調節分野

林 基治､日片文夫､大蔵 聡､清水慶子l)

研究概要

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･
発達 ･加齢一

林 基治･大平耕司2)･清水慶子

1)脳由来神経栄養因子 (BDNF)に対する抗体

をウサギを用いて作製した｡本抗体を用いてマ

カクサルの中枢神経系におけるBDNF含有神経

細胞の形態を調べた｡その結果､泊馬の頬粒細

胞､cAlからCA3の錐体細胞､大脳皮質のⅢ､

Ⅴ屑の錐体細胞が陽性であった｡また細胞体以

外に樹状突起が陽性であり､本因子が樹状突起

から放出される可能性が考えられた.

2)ウェスタンブロット法を用いてマカクサル中

枢神経系におけるBDNFの分相特性を調べてい

る｡またBDNFに対する特兄的な酵素免疫測定

法の開発の準備をしている.

B)血管平滑筋細胞股のfI!気生理学的研究

日片文夫

パッチクランプ法による細胞膜の単一イオンチ

ャネル馬流の解析

C)生殖桟能の中枢調節披榊に関する研究

大蔵 聡

雌性動物の性腺機能の制御機榊について､ニホ

ンザルをモデル動物として用い､連続頻回採血法

により黄体形成ホルモン (LH)のパルス状分泌

を指標として解析した｡その結果.性周期の回帰

に伴いパルス状のLH分泌動態が変化することが

明らかとなった｡また､ストレスや体内ホルモン

環境などの種々の邦墳因子による性腺械能の賦活

あるいは抑制械序について検討をおこなった｡

D)悪長頬の生殖リズムの発現機序

清水慶子 ･林 基治

1)教務職員,2)大学院生
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ニホンザルおよびカニクイザルの成長に伴う性

腺系の変化を知るため､本年度は視床下部一下垂

体系に着目し､周生期より性成熟に達するまでの

血中生殖関連ホルモン動態を調べた｡また.･併せ

て視床下部一下垂体性腺の組織学的解析をおこな

った｡さらに､ニホンザルの季節繁殖リズムの発

現披横を明らかにするために､社会､環境要因の

関与について検討をおこなった｡
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活性物質を中心として-.那14回三並脳神経疾

.P.u研究会特別洞沢 (1996年2月,津,三並).

2)流水虚子 (1995)突放動物としてのサル-そ
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遺伝子情報分野

竹中 修 ･景山 節 ･中村 伸 ･浅岡一雄

研究概要

A)DNA分析による霊長類の系統および血縁解

析

竹中 修 ･川本咲江1'･RinaH.Sowaq'ono2)

ミトコンドリア迫伝子には進化速度を異にする

領域があり､対象の霊長叛のどの側面を解析する

かにより使い分けることが可能である｡チトクロ

ームb氾伝子の解析によるスラウェシマカク7種

間の系統関係の解析を開始した｡また94､95年度

の村外学術調査による中郡スラウェシのトンケア

ナとへツキの雑種形成地帯の計7群の試料につい

て､PCR増幅一本鎖DNA調製法を併用による

塩基配列決決定比較を開始した｡

大学院生の橋本千絵氏と共同でワンバのボノボ

群でサトウキビシガミカスからミトコンドリアD-

bop鏡域をPCR増幅塩基配列を決定し､母系の

血縁と行動との関係を解析し､孤児の母親を同定

した｡

B)霊長類Y染色体DNAの進化

金 照沃 3)･竹中 修

前年霊長析特にホミノイドの各様はその繁赦柄

迫に変異があり､性的二型､追捕能力も様々であ

る｡そこでYn色体DNAに注目し分析を行って

いる｡今年はTSPY (Y放色体上畢丸特異タンパ

クm)迫伝子についてサザン法､塩基配列比較､

1)技術補佐員､2)ユネスコ外国人共同研究者.
3)大学院生
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